
 

 

 

 

 

 

愛川ふれあいの村 今月の風景 

2021 年 11 月 自然のたより 
 

 

 

 

 

   

リンドウ ジョウビタキ♀ イロハモミジ 

 
 

  

ヤクシソウ ヒメヤママユ ミョウガの実 リュウノウギク 

    

アカスジキンカメムシ ヒイラギ モズとはやにえ（ｺｶﾏｷﾘ） 月食（11/19,17：36） 

    

ハナノキ ノササゲ ナラタケ ニホンノウサギ 

朝夕の冷え込みが一段と厳しくなり、秋の深まりを感じさせます。村のメイン通りを黄色く染めたイチョウ

の葉や背の高いメタセコイア並木は徐々に落葉し、黄色や褐色の絨毯となって紅葉の始まったイロハモミジと

のコントラストが美しく心の残る景観となっています。カエデの仲間で３つに切れ込む葉のハナノキがふれあ

いの村の中で１本だけあります。その黄葉（紅葉）は、赤く長い葉柄の先に黄色と赤がまじり合いひときわよ

く目立っています。この時期にしか見られない美しさをぜひ楽しんでください。（吉田） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

来
月
の
見
ど
こ
ろ 

美
し
い
星
空
と
流
星
群 

冬
は
、
空
気
が
澄
み
切
っ
て
空
に
輝
く
星
々

が
美
し
く
何
時
ま
で
見
て
い
て
も
見
飽
き
な

い
。
中
で
も
オ
リ
オ
ン
座
は
、
広
い
天
空
の
中

に
あ
っ
て
最
も
見
つ
け
や
す
い
星
座
で
あ
る
。

赤
い
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
青
白
い
リ
ゲ
ル
の
一

等
星
が
よ
く
目
立
ち
、
中
央
に
二
等
星
の
三
ツ

星
が
並
び
そ
の
下
に
小
三
ツ
星
が
あ
り
そ
の

中
に
肉
眼
で
も
わ
か
る
Ｍ
４
２
オ
リ
オ
ン
大

星
雲
が
薄
赤
く
見
え
る
豪
華
な
星
座
で
あ
る
。 

ま
た
、
オ
リ
オ
ン
座
の
赤
い
ベ
テ
ル
ギ
ウ

ス
、
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
、
こ
い
ぬ
座
の

プ
ロ
キ
オ
ン
を
結
ぶ
冬
の
大
三
角
形
は
、
ほ
ぼ

正
三
角
形
を
し
て
い
て
よ
く
目
立
ち
ま
す
。 

三
大
流
星
群
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
ふ
た
ご
座

流
星
群
』
が
見
ら
れ
る
十
四
日
十
五
日
は
月
齢

が
大
き
く
明
る
い
夜
空
な
の
で
月
が
沈
ん
だ

夜
半
が
観
察
に
適
し
て
い
る
。
数
年
前
、
久
住

高
原
で
見
た
時
は
、
満
点
の
星
々
が
輝
き
、
青

白
い
天
の
川
が
帯
状
に
夜
空
に
連
な
り
流
星

群
も
青
く
輝
き
幾
筋
も
幾
筋
も
放
射
状
に
降

っ
て
き
て
、
言
葉
に
な
ら
な
い
美
し
さ
に
世
の

中
の
嫌
な
こ
と
を
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。 

寒
い
夜
半
、
防
寒
対
策
を
し
、
澄
み
切
っ
た

大
空
の
流
星
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
た
い
。（
吉
田
） 

 

 

生き物   ★ニホンリス★        
 

 村の野外炊事場の横に大きなオニグルミの木があ

り、木の下には綺麗に半分に割られ中身がなくなっ

ている実をよく見かけます。うまく中身を食べたの

は『二ホンリス』です。 

二ホンリスは食べ物が少なくなる冬に備えて、秋

のうちに食べ物を集めます。集めた木の実は地面に

埋めたり、木の隙間に挟んだりなど、隠して保管す

るのです。隠した木の実すべてが食べられるわけで

はなく、ネズミに横取りをされてしまったり、枝の

間から落ちてしまったり、隠した場所を忘れてしま

ったり…。忘れてしまって冬のうちに食べられなか

った木の実は、その場で発芽で 

きる機会が与えられます。オニ 

グルミの木に二ホンリスはなく 

てはならない存在なのかもしれ 

ませんね。（住友） 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

トピックス ★心あたたまる紅葉★      
 

今年の 11 月も、村が鮮やかに色づいています。

みなさんは『紅葉（こうよう）』と聞いて、どんな

木を思い浮かべますか？私は愛川に来て『メタセコ

イア』の紅葉に心を打たれました。 

メタセコイアは約 35ｍにもなる大きな木で、公

園や高速道路のインターチェンジ、クリスマスツリ

ーなどにも使われるそうです。わりと身近にあるメ

タセコイア。メタセコイアの姿と名前を一致させて

からは、村の外でもよく見るようになった気がしま

す。それでも、「村のメタセコイアが一番立派だな

ぁ」と思うのです。 

実は過去に絶滅したとされていたのですが、

1945 年頃に中国西部で発見され、アメリカを経由

して日本に来たと言われています。そのため、『生

きた化石』と呼ばれているそうです。 

メタセコイアは、細い枝に細かい羽根のような緑

色の葉を左右対称につけています。その葉が、11

月下旬頃から 12 月上旬頃まで、褐色（オレンジが

かった茶色）に色づきます。その褐色が、朝日にも

夕日にも映え、輝いて見える瞬間があります。イチ

ョウやモミジと比べ、はっきりとした鮮やかな色で

はありませんが、紅葉したメタセコイアを見るとあ

たたかい気持ちになります。 

まだ見たことない方も、意外と身近にメタセコイ

アがあるかもしれません。その心あたたまる紅葉

を、ぜひ見てみてください。（三好） 

旬   ★むかご（零余子）★       
 

 

晩秋、山道を歩いていると、木々につたわる細い

ハート形で、黄色く染まった蔓性の植物を見かける

ことがあります。運が良ければそれは自然薯の蔓で

す。頑張って地中にある山芋を掘るのもいいですが、

ここはちょっと簡単に『むかご』を採取してみまし

ょう。むかごとは自然薯などのヤマノイモ属の蔓に

なる小指の先ほどの肉芽のことです。この時期、葉

の付け根辺りに小さい芋のよう 

な肉芽をたくさん付けます。地 

下の芋同様、貴重な山の幸です。 

土に埋めておくと芽が出てくる 

繫殖器官の 1 つでもあります。 

素朴な秋の味覚を炊き込みご飯 

などで楽しんでみてはいかがで 

しょうか。（髙梨） 
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